
春、花と器の饗宴～再会を祝う～
日下 莉絵

母の米寿 -満月と祝ふ-
上田 麗華
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【佳作】
再会を祝うテーブル “Semi European Style”

見越 尚美
【佳作】

Happy 4th of July ！
大石 育子

【佳作】
うちのお正月
真栄城 いづみ 【佳作】

一陽来復 ～ユールの祈り～
水谷 美枝子・米持 祐子

石川 里奈ようこそ！小さな相棒 篠宮 日菜子春の祝宴 “Welcome to Japan” 沼部 裕子真っ白に生まれてきた君の十歳（ととせ）の祝い

藤井 ひとみジヴェルニーの庭に思いを馳せて 森山 ゆかフィンランドと日本の国交100周年を想い、乾杯！ 吉岡 里江子清明 ～桜と青空とあの日の想い出と～

青木 瑞穂ゴルフ仲間と庭飲み、風の宴 伊藤 佳代・田上 慶子翠 伊藤 六都美好きな紫陽花の季節

Ena･feel
短冊に願いを込めて

～和歌を愉しむ夕暮れの七夕～
影森 幸代蓮咲いて、夫婦で祝う爽やかな季節（とき） 佐々 木美智子

セカンドキャリアへ
～新しい日々の始まりに～

清水 祐子引越祝いを兼ねた夏越ごはん 早川 由紀舞姫の飛翔 宮本 幸子再会を祝して

渡辺 紫夕暮れの海辺で門出を祝う 石井 弘子夕やけこやけで… ～滋味豊かな秋の時間～ 伊藤 伊津子五穀豊穣 ～感謝の気持ちを添えて～

臼杵 美和十五夜の宴 宇田川 聡子親子で受け継ぐ祝い膳 榎 美樹子骨董で祝うミドルの結婚

金子 友子母の誕生日と石蕗の花 越野 希弥BUTTERFLY－両親の金婚式ー 佐原 ミチ子「秋麗」友と古希を祝う

末吉 昭美
定年退職、今までありがとう！
～無病息災を月に願う秋の宴～

永上 恵子今日の佳き日に 増岡 千秋大きな決断にエールを送る！家族の祝い

宮地 美子深まる秋に想いを馳せて 日下 絢子CHEER ～今日が始まりの日～ 佐伯 直枝一陽来復を祝う食卓 ～冬至～

佐藤 陽子温故知新 ～これからの私達に乾杯～ 清水 信子Noél blanc “白としろがねの世界” 南平 せつ子迎春の慶び ～縁を結ぶ～

畑 友紀山里のクリスマス 前島 敦子雪消月・春を迎える節会・我が家流 矢部 明子聖夜　made in Japan

雲井を思わせる文様が美しい細身のランナーと少し巾広のラン
ナーを交互に交差させ、すっきりとまとめた食卓は日本の伝統を
思わせる、ずらしの美しさがある。器も少しずつ味わいのある
色の変化とを見せる。モダンな両細の箸はテクスチャーのある皿と
合いまって、バランスが良い。中央のガラスの小皿は透明感の
ある美しい色を添えてる。全体的に日本的でありながら、モダンな
新しさと格のある食卓が完成した。

木村ふみ審査員コメント ：

MOMOTOSE ～百歳～
石濵 裕子

優秀賞・行正り香審査員賞

ドウダンツツジの木の下で
本松 美枝子

優秀賞・東京都庭園美術館賞

七夕　願いが叶う夜
～Life is brilliant ~

曽山 百華

加藤タキ審査員賞・佳作

錦秋を感じながら
～金婚式に乾杯～

高山 祐子

服部幸應審査員賞

大人への序章
河野 浩子

優秀賞・東京都知事賞

銀杏黄葉いちょうもみじ
“錦秋の秋に感謝”

中村 美和子

木村ふみ審査員賞

藍色とゴールドのシックな色のバランス、
古い器とモダンなカトラリーの組み合
わせがとても斬新です。また同じ藍色
でも二色を組み合わせたナプキンやホ
ルダーの選び方には学びがあります。
日常生活ですぐに真似をしたくなる
ポイントに溢れた作品だと思います。

行正り香審査員コメント：

秋の実りを味わうさりげない食卓を銀杏
黄葉いちょうもみじというテーマで表現
している点が良いと思います。中央の
板の使い方、ずらしの美を考えたマット
などが生きていると思います。普段の暮
らしの中で、季節の移り変わりや食材の
変化に心を寄せている作者の思いが伝わ
ります。一技の季節の花や器に心をとめる
ことを大切にしたいものです。

木村ふみ審査員コメント ：

金婚式を迎えた御両親のために、黒の
漆器でもみじの赤がはえ、華やかな演
出が生きていますね、そう、このような
演出の中に漆器を使用したのは素晴ら
しいことで、もっと日本の食卓に多いに
使ってほしいと思います。これで金婚
式は、本当の意味ある乾杯になったの
です。

服部幸應審査員コメント ：

「夢を見るから人生は輝く」そうですよね、
誰にでもあてはまることなのに、つい
忘れがち…。天の川に見立てたランナーに、
縁起の良い銀杏で作られた板。皆が
ワイワイと愉し気に短冊に想いをしたため
ながら盛り上がる七夕の夜が、目に浮
かびます！素晴らしい民間外交ですね。

加藤タキ審査員コメント：


